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●
混
乱
の
発
生
と
収
束

　

ケ
ニ
ア
の
複
数
政
党
制
選
挙
と
し
て
は
通
算
四

度
目
と
な
る
こ
の
総
選
挙
は
、
二
〇
〇
七
年
一
二

月
に
実
施
さ
れ
た
。
世
論
調
査
な
ど
で
ほ
ぼ
一
貫

し
て
優
位
が
予
想
さ
れ
て
い
た
大
統
領
候
補
は
、

再
選
を
狙
っ
た
現
職
Ｍ
・
キ
バ
キ
（
中
央
州
出
身
、

キ
ク
ユ
人
）
で
は
な
く
、
野
党
側
の
Ｒ
・
オ
デ
ィ

ン
ガ
（
ニ
ャ
ン
ザ
州
出
身
、
ル
オ
人
）
だ
っ
た
。

投
票
と
即
日
開
票
が
終
わ
り
、
集
計
作
業
三
日
目

に
出
さ
れ
た
中
間
集
計
値
に
お
い
て
は
、
や
は
り

オ
デ
ィ
ン
ガ
が
優
勢
で
あ
っ
た
。
先
に
結
果
の
出

始
め
た
国
会
議
員
選
挙
で
も
キ
バ
キ
派
閣
僚
は
大

量
に
落
選
し
、
一
方
で
オ
デ
ィ
ン
ガ
に
公
認
を
与

え
た
「
オ
レ
ン
ジ
民
主
運
動
」（
Ｏ
Ｄ
Ｍ
）
が
獲

得
す
る
議
席
数
は
一
位
を
独
走
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
集
計
作
業
四
日
目
に
入
っ
た
一
二

月
三
〇
日
夕
刻
、
ケ
ニ
ア
選
挙
管
理
委
員
会
は
、

大
統
領
選
挙
で
現
職
キ
バ
キ
が
当
選
し
た
と
発
表

し
た
。
ケ
ニ
ア
が
深
刻
な
危
機
に
突
入
し
た
の
は

そ
の
直
後
だ
っ
た
。
集
計
作
業
に
不
正
あ
り
、
真

の
当
選
者
は
オ
デ
ィ
ン
ガ
で
あ
る
、
と
し
て
都
市

部
を
中
心
に
抗
議
の
暴
動
が
発
生
し
た
上
、
キ
バ

キ
と
同
じ
キ
ク
ユ
人
住
民
を
狙
っ
た
襲
撃
が
頻
発

し
、
全
土
で
治
安
が
極
度
に
悪
化
し
た
の
で
あ
る
。

　

事
態
は
二
〇
〇
八
年
一
月
半
ば
に
一
旦
沈
静
化

し
た
も
の
の
、
そ
の
後
「
キ
ク
ユ
人
組
織
」
を
名

乗
る
集
団
が
復
讐
と
称
し
て
ル
オ
人
住
民
ら
に
大

規
模
な
攻
撃
を
加
え
る
ケ
ー
ス
が
新
た
に
続
発
し
、

二
月
初
め
に
は
死
者
は
少
な
く
と
も
一
〇
〇
〇
人
、

国
内
避
難
民
の
数
は
三
五
万
人
を
超
え
た
。

　

混
乱
が
ほ
ぼ
沈
静
化
し
た
の
は
二
月
後
半
だ
っ

た
。
前
国
連
事
務
総
長
Ｋ
・
ア
ナ
ン
ら
の
調
停
が

奏
功
し
、
憲
法
改
正
を
経
て
、
キ
バ
キ
を
大
統
領
、

オ
デ
ィ
ン
ガ
を
首
相
と
す
る
大
連
立
政
権
が
発
足

し
て
現
在
に
至
る
。
し
か
し
、
帰
還
の
進
ま
な
い

国
内
避
難
民
の
問
題
、
観
光
業
の
大
幅
減
収
な
ど
、

政
治
・
社
会
面
だ
け
で
な
く
経
済
面
で
も
混
乱
の

影
響
は
甚
大
で
あ
る
。

●「
排
除
の
政
治
」批
判

　

こ
の
よ
う
に
、
今
回
の
混
乱
は
、
現
職
キ
バ
キ

当
選
と
の
選
管
発
表
を
多
く
の
人
々
が
受
け
入
れ

ず
、
不
正
あ
り
と
み
な
し
た
た
め
に
起
こ
っ
た
抗

議
の
暴
動
と
い
う
性
格
を
強
く
持
っ
て
い
る
。
そ

れ
ほ
ど
に
オ
デ
ィ
ン
ガ
が
優
勢
だ
と
人
々
が
考
え

や
す
い
図
式
が
作
ら
れ
た
主
因
は
、
五
年
間
の
キ

バ
キ
に
よ
る
統
治
に
求
め
ら
れ
る
。

　

ア
フ
リ
カ
諸
国
で
は
、
一
九
九
〇
年
代
に
「
民

主
化
の
雪
崩
現
象
」
が
本
格
化
し
、
多
く
の
国
で

複
数
政
党
制
が
導
入
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は

新
た
な
政
治
的
不
安
定
化
の
き
っ
か
け
に
も
な
り
、

ル
ワ
ン
ダ
な
ど
で
大
規
模
な
紛
争
が
発
生
し
て
き

た
。
選
挙
を
意
識
し
た
政
党
間
の
競
合
の
過
程
で

「
民
族
」
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
政
治
化
が
起
こ
り
、
武

装
勢
力
の
組
織
化
や
住
民
の
一
部
に
対
す
る
暴
力

的
排
除
、
虐
殺
な
ど
が
続
発
し
た
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
ベ
ナ
ン
な
ど
複
数
政
党
制
選
挙
に
よ
る

政
権
交
代
の
経
験
を
積
み
上
げ
る
国
も
増
え
て
き

た
。
中
で
も
と
く
に
長
期
に
わ
た
る
政
治
的
安
定

を
誇
っ
て
き
た
の
が
、
ケ
ニ
ア
共
和
国
（
以
下
、

ケ
ニ
ア
）
で
あ
っ
た
。
一
九
六
三
年
の
独
立
以
来

一
度
も
軍
政
の
経
験
が
な
い
ほ
か
、
一
九
九
一
年

の
複
数
政
党
制
回
復
後
は
五
年
お
き
に
総
選
挙

（
大
統
領
・
国
会
・
地
方
議
会
議
員
の
同
日
選
挙
）

が
実
施
さ
れ
、
二
〇
〇
二
年
に
は
選
挙
に
よ
る
平

和
的
な
政
権
交
代
も
達
成
さ
れ
た
。

　

と
こ
ろ
が
そ
の
ケ
ニ
ア
に
お
い
て
、
二
〇
〇
七

年
の
総
選
挙
を
契
機
に
暴
動
と
住
民
襲
撃
事
件
が

全
国
で
多
発
し
、
国
内
が
大
混
乱
に
陥
っ
た
。
以

下
で
は
、
そ
の
経
緯
を
振
り
返
り
、
混
乱
の
背
景

と
今
後
の
行
方
を
探
り
た
い
。

特 集特 集

津
田
み
わ

選
挙
と
紛
争
─
二
〇
〇
七
年
ケ
ニ
ア
総
選
挙
後
の
混
乱
か
ら
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前
回
の
大
統
領
選
挙
（
二
〇
〇
二
年
）
の
直
前
、

野
党
側
は
初
の
大
同
団
結
に
成
功
し
、「
全
国
虹

の
連
合
」（
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｃ
）
と
い
う
新
政
党
を
結
成

し
た
。
大
同
団
結
の
一
方
の
立
役
者
だ
っ
た
オ

デ
ィ
ン
ガ
が
譲
る
形
で
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｃ
公
認
の
大
統
領

候
補
に
な
っ
た
の
が
、
キ
バ
キ
だ
っ
た
。

　
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｃ
に
は
「
民
族
や
地
域
を
越
え
た
政
治

を
実
現
す
る
組
織
」
と
の
期
待
が
集
ま
り
、
キ
バ

キ
は
結
局
六
割
の
得
票
で
政
権
交
代
を
果
た
し
た

の
だ
が
、
重
要
な
の
は
、
キ
バ
キ
が
有
力
政
治
家

同
士
の
合
意
に
よ
る
相
乗
り
候
補
に
過
ぎ
な
か
っ

た
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
事
実
、
大
同
団
結
に
あ

た
っ
て
オ
デ
ィ
ン
ガ
、
キ
バ
キ
ら
は
あ
ら
か
じ
め
、

オ
デ
ィ
ン
ガ
派
と
キ
バ
キ
派
で
閣
僚
を
折
半
す
る

こ
と
な
ど
を
骨
子
と
す
る
覚
書
を
交
わ
し
、
政
権

奪
取
の
「
果
実
」
を
分
け
合
う
と
約
束
し
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
キ
バ
キ
側
は
、
政
権
交
代
の
直
後

か
ら
約
束
に
反
し
て
「
排
除
の
政
治
」
を
開
始
し

た
。
キ
バ
キ
は
半
数
以
上
の
閣
僚
を
自
派
か
ら
任

命
し
た
上
、
財
務
大
臣
な
ど
重
要
ポ
ス
ト
に
は
自

分
と
同
じ
キ
ク
ユ
（
お
よ
び
近
縁
の
メ
ル
、
エ
ン

ブ
。
以
下
同
）
人
を
次
々
と
指
名
し
た
。
オ
デ
ィ

ン
ガ
ら
も
就
任
か
ら
数
年
で
全
員
が
閣
僚
職
か
ら

外
れ
た
。「
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｃ
理
念
の
放
棄
」
と
、
悪
評

は
す
ぐ
に
蔓
延
し
、
社
会
に
は
「
キ
ク
ユ
嫌
い
」

の
風
潮
が
広
が
っ
た
。
キ
バ
キ
は
、
五
年
間
の
統

治
で
そ
の
支
持
を
急
激
に
減
ら
し
た
と
み
て
よ
い
。

　

今
回
の
暴
動
に
は
、
不
正
の
排
除
と
複
数
政
党

制
選
挙
の
貫
徹
を
求
め
る
願
い
を
読
み
取
る
こ
と

が
で
き
る
が
、
全
国
で
多
発
し
た
暴
力
は
、「
現

職
の
不
正
な
再
選
」
に
よ
っ
て
行
き
場
を
失
っ
た

積
年
の
怒
り―

公
約
を
違
え
て
「
排
除
の
政
治
」

を
行
っ
た
キ
バ
キ
の
統
治
へ
の
怒
り―

の
噴
出

で
も
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

●
土
地
問
題
と「
よ
そ
者
」排
除

　

今
回
の
混
乱
の
背
景
と
し
て
も
う
一
つ
重
要
と

み
ら
れ
る
の
が
、
リ
フ
ト
バ
レ
ー
州
の
土
地
問
題

で
あ
る
。
ケ
ニ
ア
は
農
業
国
だ
が
、
農
耕
に
適
し

た
土
地
は
国
土
の
わ
ず
か
一
〇
％
で
あ
り
、
中
央

州
と
そ
の
周
辺
、
お
よ
び
リ
フ
ト
バ
レ
ー
州
中
部

に
集
中
し
て
い
る
（
図
１
）。
中
央
州
周
辺
の
住

民
の
多
く
は
キ
ク
ユ
人
ら
農
耕
民
だ
が
、
リ
フ
ト

バ
レ
ー
州
中
部
は
、
農
耕
に
適
し
て
い
る
と
同
時

に
、
カ
レ
ン
ジ
ン
人
ら
牧
畜
民
に
と
っ
て
は
放
牧

地
で
あ
り
、
利
害
対
立
が
生
ま
れ
や
す
い
。

　

こ
の
た
め
、
こ
の
地
域
の
土
地
分
配
は
独
立
以

来
絶
え
ず
大
き
な
政
争
の
種
と
な
っ
て
き
た
。
そ

し
て
、
初
代
大
統
領
（
キ
ク
ユ
人
）
の
も
と
で
優

先
的
に
入
植
し
た
の
が
キ
ク
ユ
人
だ
っ
た
。
そ
の

た
め
カ
レ
ン
ジ
ン
人
を
中
心
と
す
る
リ
フ
ト
バ

レ
ー
州
住
民
の
間
に
は
、
キ
ク
ユ
人
ら
入
植
者
を

「
自
分
た
ち
の
放
牧
地
」
を
奪
っ
た
「
よ
そ
者
」

と
み
な
す
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
が
、
独
立
以
来
の
土
地

政
策
に
よ
っ
て
培
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。

　

最
近
で
は
、
一
九
九
〇
年
代
に
、
当
時
の
大
統

領
Ｄ
・
モ
イ
（
リ
フ
ト
バ
レ
ー
州
出
身
、
カ
レ
ン

ジ
ン
人
）
を
支
持
す
る
閣
僚
ら
が
、
選
挙
運
動
の

一
環
と
し
て
、
リ
フ
ト
バ
レ
ー
州
か
ら
の
キ
ク
ユ

人
ら
の
追
い
出
し
を
企
ん
だ
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
州

住
民
の
う
ち
キ
ク
ユ
人
入
植
者
ら
を
「
野
党
支
持

者
」
と
決
め
つ
け
、
私
兵
に
よ
る
焼
き
討
ち
な
ど

の
投
票
妨
害
が
行
わ
れ
、
被
害
者
の
一
部
が
州
外

へ
の
移
住
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

今
回
の
混
乱
で
も
、
リ
フ
ト
バ
レ
ー
州
の
場
合

は
、
大
人
数
の
青
年
団
が
キ
ク
ユ
人
の
家
屋
・
農

場
を
選
択
的
に
攻
撃
す
る
パ
タ
ー
ン
が
み
ら
れ
た
。

個
々
の
事
件
に
つ
い
て
は
現
在
も
調
査
・
公
判
が

進
行
中
だ
が
、
都
市
部
で
多
か
っ
た
抗
議
の
暴
動

や
自
然
発
生
的
な
襲
撃
と
は
異
な
り
、
リ
フ
ト
バ

レ
ー
州
の
ケ
ー
ス
は
、
そ
の
力
点
が
む
し
ろ
積
年

の
土
地
問
題
を
背
景
と
し
た
キ
ク
ユ
人
入
植
者
の

排
斥
に
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

●「
民
族
」を
ど
う
手
な
ず
け
る
か

　

現
行
の
ケ
ニ
ア
の
法
制
度
に
お
い
て
は
、
資
源

配
分
や
居
住
地
域
な
ど
で
特
定
民
族
を
優
先
（
あ

る
い
は
逆
に
差
別
）
す
る
よ
う
な
規
定
は
基
本
的

に
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
も
ち
ろ
ん
民
族
別
政
党

も
非
合
法
で
あ
る
。
そ
う
し
た
制
度
と
運
用
の
か

ね
あ
い
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
ケ
ニ
ア
は
民
主
化

と
政
治
的
安
定
を
見
事
に
両
立
さ
せ
て
き
た
。

　

し
か
し
、
今
回
の
混
乱
は
、
こ
の
側
面
で
ケ
ニ

ア
が
つ
い
に
躓
い
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

政
治
化
し
が
ち
な
「
民
族
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー

を
、
複
数
政
党
制
政
治
の
中
で
ど
う
手
な
ず
け
て

い
く
べ
き
か
、
ま
た
、
い
け
る
の
か
─
こ
れ
は
、

紛
争
に
直
面
し
て
き
た
ア
フ
リ
カ
諸
国
に
お
い
て

は
古
く
て
新
し
い
問
い
で
も
あ
る
。
連
邦
制
化
の

実
現
を
含
め
、
ケ
ニ
ア
版
の
回
答
が
ど
う
出
さ
れ

る
か
、
ま
ず
は
大
い
に
注
目
し
た
い
。

（
つ
だ　

み
わ
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
新
領

域
研
究
セ
ン
タ
ー
）
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図１　ケニアの州と主な民族

（出所）�津田みわ「2007年ケニア総選挙の危機」（『ア
フリカレポート』No.47、2008年）３ページ。

（注）�ケニア全人口に対する比率が10％以上の民族
（キクユ，ルイヤ，ルオ，カンバ，カレンジン）
をゴシック体で，10％未満のキシイ，メル，
エンブ，ミジケンダを明朝体で示した。


